
 
様式Ｃ（介護ロボット等モニター調査事業 要望書） 

 
令和 4年 7月 8日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（要望者） 

                  〒103-0023 

住所：東京都中央区日本橋本町1丁目6番5号 

事業者名：株式会社ツカモトコーポレーション 

担当者所属：新規担当ソリューションDIV 

担当者名：小林 孝路 

電話番号：03-3279-6847 

電子メールアドレス：t-kobayashi@tsukamoto.co.jp 

 

介護ロボット等モニター調査事業 要望書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う「介護ロボット等モニター調査事業」

について、下記の書類を添付して要望します。 

 

 

記 

 

 

１．介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書」は、介護施設等とマッチング

する際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

 
 
 

 

企業等 



 
様式Ｄ（介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書） 

令和 4年 7月 15日 

 

介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

 

１．申請者（企業）の概要等 

企業名 株式会社ツカモトコーポレーション 

担当者名 小林 孝路 

担当者連絡先 

住所 
〒103-0023 

東京都中央区日本橋本町1丁目6番5号 

電話 03-3279-6847 

電子メールアドレス t-kobayashi@tsukamoto.co.jp 

主たる業種 卸売業 

主要な製品 アパレル製品、企業ユニフォーム、美容健康家電 

希望する施設等の

種類や職種等 

 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

☑介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム 

☑介護老人保健施設：老人保健施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

☑認知症対応型共同生活介護：グループホーム 

☑特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、 

サービス付き高齢者向け住宅、地域密着型特定施設入所者生活介護 

☑居宅介護サービス：訪問介護、看護、デイサービス、リハ、福祉用具貸与サービス事業

者、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護 等 

☑ショートステイ 

□障害者福祉施設 

□医療機関：介護療養型、介護医療院、病院、リハビリテーションセンター 等 

□その他：（                          ） 

 

その他の希望  

 

２．試用介護機器の概要（可能な限り詳しくご記入ください。） 

機器の名称（仮称） AlgoSleep(アルゴスリープ) 介護用見守りセンサー 

機器の概要 

 

（写真を添付する

こと） 

 

想定する使用者、使用場面 

【高齢者】 

転倒リスクの高い方、認知症の方、生活リズムの把握を必要とする方、徘徊対策が必要な

方 

 

【介護者】 

企業等 
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・複数のご利用者様を同時かつ遠隔にて見守りしたい方。 

・業務の効率化により精神的、肉体的負担の軽減をしたい方。 

・ご利用者様のデータをご利用者様のケアへ活用したい方。 

 

【使用場面】 

・主に夜勤帯など、人員が少ないとき 

・ご利用者様の状態を把握したいとき 

・ご利用者に対してデータによるアプローチをしたいとき 

機能と使用方法、有用性 

リアルタイムモニタリング、アラート通知、レポート機能がご利用できます。 

 

【リアルタイムモニタリング機能】 

ご利用者様の心拍数、呼吸数や離床/座位/臥床/体動/睡眠の状態をリアルタイムに表

示します。 

人員の少ない夜勤帯での業務サポートや常に気を張っていなくてはならない職員様の

精神的負担の軽減が可能になります。 

 

 

【アラート機能】 

測定中のデータに基づき異変を感知し、WEBブラウザやスマートフォンアプリにお知ら

せをする機能です。起き上がりや離床の際だけではなく、脈拍数や呼吸数の変化にも

対応できるので、様々なシーンで活用できます。 

 

【レポート機能】 

ご利用者様の睡眠データをレポートとして可視化することで、勘や経験だけに頼らな

い「根拠のある介護」が可能になります。 

職員様がご利用者様のデータを把握することで介護の質を上げることに寄与できま

す。 

 

 

 

 



3 
 

類似する機器との相違 

2022年7月にレポート機能の大幅にアップデートを行いました。睡眠に関わる指標よ

り、独自のアルゴリズムで得点化するだけではなく、ご利用者様の睡眠の傾向や特徴

などを解析することで、睡眠薬投薬後の効果測定や夜間の行動把握などの様々な問題

に取り組むことが可能になります。 

 

当該機器と介護業務との関連性 

ご利用者様の状況を一覧で確認できるので、訪室回数を減らし、緊急時にはアラート発報

でご利用者様の変化に迅速に対応することで作業の効率化が図れます。 

また、レポート結果をカンファレンスで共有し、PDCAサイクルを活性化することで、職員様の

スキルアップに期待ができ、より質の高い介護が実現できるようになります。 

現在の開発状況と

課題 

機器に関するリスクアセスメント（性能安全と利用安全の確保対策） 

・アダプタは◇ＰＳＥマーク取得 

・認証機器のクラス分類：一般医療機器 

・医療機器届出番号：13BX10246000001 

社内や社外モニター調査の実績 

・R3年度介護モニター等モニター調査事業 

・R3年度福岡市介護ロボット・ICTトライアル導入支援事業 

開発に関する当面の課題 

導入がゴールではなく、レポートを用いた業務フローを確立させるために、機器の信

頼性を高めること 

 

３．モニター調査の概要 

１．調査のねらい 介護施設において見守りセンサーを利用することで、どれだけ作業効率化が行われるかを

調査したく思います。また、蓄積されたデータ(レポート)を活用し、職員様のスキルアップや

科学的介護の実践に寄与できるかを調査したく思います。 

２．調査概要 １）調査対象 

【高齢者】 

転倒リスクの高い方、認知症の方、生活リズムの把握を必要とする方、徘徊対策が必要な

方 

【介護者】 

・複数のご利用者様を同時かつ遠隔にて見守りしたい方。 

・業務の効率化により精神的、肉体的負担の軽減をしたい方。 

・ご利用者様のデータをご利用者様のケアへ活用したい方。 
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２）調査したい場面、場所 

ステーションなどの遠隔から見守りたいご利用者様がいる施設様 

根拠に基づく介護を導入したい施設様 

ICTに興味があり、見守りセンサーを試してみたいご施設様 

 

３）調査期間（日数） 

1か月前後を標準と考えるが、施設様の状況により延長等可能 

 

４）機器の台数：10台～50台 

施設等の状況によりますが、ユニットやフロア単位での大規模実証が望ましいと考えます。 

 

 

４．モニター調査の実施手法（協力施設等へお願いしたい内容） 

※本書のＰ９～１０を参考にモニター調査の具体的な実施方法を記載してください。 

注）５つの項目全てを行う必要はありません。（実施しない項目は「特になし」としてください。） 

※モニター調査検討委員会等の審議により採択された場合には、当協会及び専門家によるアドバイスを行います。 

１．利用対象者の適

用範囲に関するこ

と 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 □質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

特になし 

 

２．利用環境の条件

に関すること 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 □質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

特になし 

 

３．機器の利用効果

に関すること 

【調査手法】 

☑観察法 ☑インタビュー法 □質問紙法 □その他： 

 

【取得指標】 

ⅰ被介護者 

 □要介護度 □ＡＤＬ □ＩＡＤＬ □ＬＳＡ □日常生活時間 ☑ＱＯＬ 

 □その他（                            ） 

ⅱ介護者 

 □腰痛等の有無 ☑介護負担指標 □ストレス指標 □生体情報 

□その他（                             ） 

【想定する調査方法】 

・転倒リスク、徘徊の傾向、定期的にモニタリングが必要なご利用者様にご使用いただき、

機器の有用性があるかを確認する。 

・転倒リスクのあるご利用者様に対し、起き上がりアラートを使用することで、ヒヤリハットを

含む転倒事故のリスクを軽減ができるかを調査する。 

・リアルタイムモニタリング機能を活用し、定期巡視の効率化(スピード化)や、複数人に対し

ての同時見守りに対する有効性を調査する。 

・歩数計等を用い、導入前後での歩数を比較し介護者の負担軽減に寄与するか調査する。 

・リアルタイムモニタリングの際に、定点カメラ等を用いて機器の精度の検証をする。 

・センサーより取得したデータをケアカンファレンスに活用することにより、ケア品質の向上

やケアプランの改善、ご利用者様のQOL向上につながるかを調査する。 

・医師に睡眠データを共有し、睡眠薬の投薬量の目安や投薬後の経過観察に活用する。 

*原則的には現場職員様の負担が増えないような形で、双方にメリットがあるように事前に

十分な協議を行いたいと思っております。 
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４．機器の使い勝手

に関すること 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

・現場職員のオペレーションが対応できるかアンケート調査を行う。 

・全体的な使い勝手ついてアンケート調査を行う。 

５．介護現場での利

用の継続性に関す

ること 

【調査手法】 

□観察法 ☑インタビュー法 □質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

・業務の効率に繋がった(繋がらなかった)機能について意見を伺う。 

・なぜ業務の効率化に繋がった(繋がらなかった)のか、さらに業務効率化につなげるために

はどのような改良が必要かについて協議する。 

６．その他 実証実験を始めるにあたり、事前協議や施設様とのすり合わせを行い、双方のメリットにな

るように進行させていただきます。 

開始後も弊社スタッフが熱意をもってご対応させていただきますので、ご協力いただける施

設様にご応募いただければ幸いです。 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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